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凡　

例

一
、
本
書
は
隔
月
刊
誌
「
み
る
と
す
」
に
連
載
中
の
コ
ラ
ム
『
日
本
の
非
常
識
か
ら
見
た
世
界
の

非
常
識
』
二
〇
〇
四
年
四
月
号
よ
り
二
〇
一
三
年
十
二
月
号
の
分
を
編
集
加
筆
し
て
ま
と

め
ま
し
た
。

一
、
各
章
タ
イ
ト
ル
の
下
に
あ
る
数
字
は
、
雑
誌
に
初
出
し
た
年
月
を
表
示
す
る
も
の
で
す
。

一
、
本
文
中
の
人
物
の
肩
書
き
は
、
初
出
記
事
当
時
の
ま
ま
で
す
。

一
、
著
者
が
引
用
し
て
い
るM

EM
R

I
と
は
、The M

iddle East M
edia R

esearch Institute 

（
中
東
報
道
研
究
機
関　

メ
ム
リ
） 
の
略
称
で
、
中
東
域
の
原
語
で
伝
え
ら
れ
る
メ
デ
ィ
ア

情
報
を
モ
ニ
タ
ー
し
、
リ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
す
。
文
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
テ
レ
ビ

発
言
は
、M

EM
R

I

の
モ
ニ
タ
ー
し
た
画
像
か
ら
の
翻
訳
で
す
。

一
、
注
＊
に
お
い
て
、
発
刊
時
に
お
け
る
最
新
情
報
を
補
い
ま
し
た
。
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“文明間対話”を提唱する国？

　“ 

文
明
間
対
話 

”
を
提
唱
す
る
国
？

　
　
─
─ 
イ
ラ
ン
の
イ
ス
ラ
エ
ル
敵
視
は
矛
盾
で
は
な
い
か 

─
─

　

一
部
の
日
本
人
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
こ
と
に
な
る
と
何
故
か
別
仕
立
て
の
尺
度
を
使
う
。

　

例
え
ば
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
テ
ロ
が
あ
る
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
決
ま
っ
て
「
暴
力
の
応
酬
が
懸
念

さ
れ
ま
す
」
と
つ
け
加
え
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
テ
ロ
対
策
を
先
取
り
し
て
御
丁
寧
に
も
「
暴
力
」
と
定
義
し
て

お
く
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
「
暴
力
」
が
な
け
れ
ば
連
鎖
反
応
は
な
い
、
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア

ン
ス
さ
え
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

テ
ロ
な
ら
ほ
か
の
国
で
も
よ
く
発
生
す
る
。
ス
ペ
イ
ン
は
バ
ス
ク
が
テ
ロ
を
や
る
し
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
も

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
で
も
頻
発
し
て
い
る
。

　

し
か
し
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
「
こ
の
た
め
、
暴
力
の
応
酬
が
心
配
さ
れ
る
」
と
言
う
こ
と
は
な
い
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
の
「
核
」
問
題
で
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
や
軍
が
認
め
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
勝
手
に
イ
ス

ラ
エ
ル
に
「
核
兵
器
を
保
有
」
さ
せ
、
わ
ざ
わ
ざ
現
地
へ
行
っ
て
抗
議
す
る
。
二
○
○
四
年
四
月
二
十
一
日
、

§ 

二
〇
〇
五
年 

§

2005.4
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－ 2005 年  －

イ
ス
ラ
エ
ル
の
技
術
者
モ
ル
デ
ハ
イ
・
バ
ヌ
ヌ
氏
が
釈
放
さ
れ
た
と
き
、
日
本
の
「
反
核
」
愛
好
者
が
イ
ス
ラ

エ
ル
の
刑
務
所
前
で
待
ち
構
え
、
バ
ヌ
ヌ
氏
の
釈
放
を
喜
ぶ
と
共
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
核
政
策
を
批
判
、
近
く

の
店
舗
に
怒
り
の
生
卵
を
投
げ
つ
け
て
、
帰
国
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
種
の
人
は
、
核
兵
器
の
保
有
を
公
言
す
る
北
朝
鮮
や
ウ
ラ
ン
濃
縮
を
や
め
な
い
イ
ラ
ン
へ
直

接
出
向
い
て
、
抗
議
す
る
こ
と
は
な
い
。
強
権
国
家
に
対
し
て
は
、
そ
の
勇
気
が
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

　
イ
ラ
ン
は
穏
健
派
か
？

　

イ
ス
ラ
エ
ル
は
中
東
唯
一
の
民
主
主
義
国
家
で
あ
る
。
日
本
人
は
、
そ
れ
を
寄
っ
て
た
か
っ
て
強
硬
派
に
仕

立
て
よ
う
と
す
る
。
逆
に
、
何
と
か
穏
健
派
の
範
疇
へ
入
れ
て
さ
し
上
げ
た
い
と
、
過
分
の
扱
い
を
さ
れ
る
国

も
あ
る
。
外
務
省
が
い
う
と
こ
ろ
の
中
東
の
資
源
大
国
、
イ
ラ
ン
で
あ
る
。

　

日
本
国
外
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
み
る
と
、
日
本
は
「
改
革
派
ハ
タ
ミ
政
権
が
進
め
る
国
内
改
革
及
び
国

際
社
会
と
の
緊
張
緩
和
・
関
係
拡
大
路
線
が
イ
ラ
ン
及
び
地
域
の
安
定
に
資
す
る
と
の
観
点
か
ら
、
こ
れ
を
支

持
・
支
援
」
し
、「
ハ
タ
ミ
大
統
領
が
提
唱
す
る  〝 
文
明
間
対
話 

〞  

の
理
念
が
国
際
社
会
の
平
和
と
安
定
、
人
類

共
存
の
実
現
に
資
す
る
も
の
と
し
て
こ
れ
を
支
持
」
す
る
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
ハ
タ
ミ
大
統
領
が
二
○
○
○
年
十
月
末
に
公
賓
と
し
て
来
日
し
た
と
き
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
現
代
」
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。
国
内
的
に
は
改
革
、
対
外
的
に
は
緊
張
緩
和
と
関
係
拡
大
、
そ
し
て
文

明
間
対
話
に
焦
点
を
あ
て
た
内
容
で
、
ま
さ
に
日
本
の
外
務
省
が
主
張
す
る
方
向
へ
、
イ
ラ
ン
が
ひ
た
走
り
に



11

“文明間対話”を提唱する国？

走
っ
て
い
る
と
い
う
線
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。
筋
書
き
ど
お
り
で
あ
る
。

　
ミ
サ
イ
ル
と
核
開
発

　

そ
の
イ
ラ
ン
は
中
東
の
テ
ロ
組
織
を
今
で
も
支
持
し
て
い
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
や
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
、
現
イ
ラ
ク

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
テ
ロ
を
や
る
連
中
で
あ
る
。

　

イ
ラ
ン
が
誇
示
す
る
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
の
シ
ャ
ハ
ブ
３
は
、
北
朝
鮮
の
技
術
協
力
で
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
一
〜
二
年
前
の
軍
事
パ
レ
ー
ド
に
登
場
し
た
そ
の
ミ
サ
イ
ル
の
胴
体
に
は
、
シ
オ
ニ
ス
ト
の
牙
城
テ
ル
ア

ビ
ブ
を
叩
く
と
い
っ
た
怖
い
こ
と
が
書
い
て
あ
っ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
存
在
を
認
め
ず
、
そ
の
首
都
エ
ル
サ
レ

ム
を
認
め
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
ち
ゃ
ん
と
含
ま
れ
て
い
る
。

　

長
、
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
は
核
弾
頭
と
組
合
せ
な
け
れ
ば
、
意
味
が
な
い
。
一
ト
ン
足
ら
ず
の
通
常
弾
頭
で

は
、
脅
威
に
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
つ
ま
り
中
距
離
以
上
の
ミ
サ
イ
ル
開
発
は
核
開
発
と
二
人
三
脚
で
進
め
ら
れ

る
の
で
あ
り
、
イ
ラ
ン
は
平
和
目
的
と
称
し
な
が
ら
、
軍
事
用
の
ウ
ラ
ン
濃
縮
（
二
○
〜
九
○
％
）
を
め
ざ
し

て
い
る
。
民
需
用
で
あ
れ
ば
低
濃
縮
（
三
〜
七
％
）
で
充
分
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
三
カ
国
（
英
仏
独
）
は
、
低
濃
縮

ウ
ラ
ン
と
軽
水
炉
を
提
供
す
る
代
わ
り
に
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
能
力
の
確
立
と
濃
縮
活
動
を
放
棄
せ
よ
、
と
提

案
し
た
。

　

イ
ラ
ン
は
こ
の
提
案
を
拒
否
し
て
い
る
。
主
に
軍
事
用
と
し
て
使
わ
れ
る
重
水
炉
の
放
棄
も
ノ
ー
で
あ
る
。

二
○
○
四
年
十
一
月
の
パ
リ
合
意
で
、
濃
縮
活
動
が
完
全
中
止
に
な
る
と
思
い
き
や
、
イ
ラ
ン
は
暫
定
的
な
停
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－ 2005 年  －

止
に
す
ぎ
ず
、
合
意
に
法
的
拘
束
力
は
な
い
と
主
張
。
国
際
緊
張
を
大
い
に
た
か
め
て
い
る※

。

※
５
＋
１
と
イ
ラ
ン
と
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
核
協
議
は
、
二
〇
一
三
年
十
一
月
二
十
四
日
、「
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
共
同
行
動
計
画
」

を
採
択
し
て
終
わ
っ
た
が
、
イ
ラ
ン
は
核
兵
器
開
発
に
つ
な
が
る
国
内
濃
縮
権
を
確
保
し
た
。
イ
ラ
ン
の
ザ
リ
フ
外
相

は
、
二
〇
％
濃
縮
も
続
行
、
と
同
日
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
の
記
者
会
見
で
述
べ
て
い
る
。

　
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
否
定
論
者

　

二
○
○
五
年
一
月
二
十
七
日
は
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
解
放
六
十
周
年
の
日
で
、
そ
の
収
容
所
跡
に
イ
ス
ラ

エ
ル
と
欧
米
首
脳
、
宗
教
界
代
表
が
集
い
、
人
種
主
義
の
克
服
を
誓
い
あ
っ
た
。

　

そ
の
対
極
に
あ
る
の
も
、〝
文
明
間
対
話
〞
の
提
唱
国
イ
ラ
ン
で
あ
る
。

　

テ
ヘ
ラ
ン
タ
イ
ム
ズ
、
イ
ラ
ン
国
営
通
信
な
ど
は
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
は
で
っ
ち
あ
げ
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
諸
悪
の

根
源
と
い
っ
た
ネ
オ
ナ
チ
顔
負
け
の
人
種
主
義
報
道
を
流
す
。
そ
し
て
そ
の
ネ
オ
ナ
チ
に
お
馴
染
み
の
ロ
ベ
ー

ル
・
フ
ォ
ー
リ
ソ
ン
も
、
国
営
通
信
（
二
○
○
四
年
十
二
月
十
八
日
付
）
で
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
れ
た
。
フ
ォ
ー

リ
ソ
ン
は
社
会
の
周
辺
部
で
う
ご
め
く
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
否
定
論
者
。
ま
と
も
な
報
道
機
関
な
ら
相
手
に
し
な

い
。

　
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
へ
の
歪
ん
だ
心

　

中
東
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
ム
圏
に
は
人
口
の
数
ほ
ど
意
見
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
だ
が
、
宗
教
界
、
政
府
、
報
道
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機
関
が
表
明
す
る
も
の
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
を
対
象
に
す
る
と
、
極
め
て
人
種
差
別
の
濃
厚
な

も
の
と
な
る
。

　

二
○
○
五
年
二
月
初
旬
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
が
国
際
テ
ロ
会
議
を
開
催
し
、
日
本
を
含
む
五
十
を
超
え
る
国

と
国
際
組
織
が
参
加
し
た
。
本
番
前
に
開
催
さ
れ
た
予
備
会
議
の
席
上
、
出
席
し
た
ス
ル
タ
ン
国
防
相
を
た
た

え
る
詩
が
読
み
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ン
は
ユ
ダ
ヤ
人
が
送
り
だ
し
た
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
ー

デ
ィ
ン
は
サ
ウ
ジ
が
生
ん
だ
自
前
の
テ
ロ
リ
ス
ト
だ
が
、
そ
れ
を
ユ
ダ
ヤ
人
の
せ
い
に
す
る
。

　

昨
年
末
の
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
津
波
で
大
被
害
を
こ
う
む
っ
た
イ
ス
ラ
ム
国
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
世
界
中
に
救

助
支
援
を
要
請
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
支
援
提
案
だ
け
は
、
は
ね
つ
け
た
。
イ
ラ
ン
も
そ
う
で
あ

る
。

　

地
震
に
見
舞
わ
れ
、
耐
震
性
の
な
い
建
物
が
容
易
に
倒
壊
し
、
い
つ
も
多
数
の
犠
牲
者
を
だ
し
て
各
国
に
救

い
を
求
め
る
。
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
の
支
援
の
手
は
拒
否
す
る
。
双
方
と
も
イ
ス
ラ
ム
国
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
社

会
に
対
す
る
歪
ん
だ
心
が
共
通
す
る
。


